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（消防署があるビルの13階）

申込方法等

右のフォームよりお申し込みください。 ◀お申し込みは
　こちら

ステップ１

申込受付後、「なごや環境大学」実行委員会事務局より、受講料の支払方法、事前学習、講
座当日の持ち物等の受講にかかるご案内や連絡事項をお申込みメールアドレス宛にお送り
します。

ステップ2

受講料のお支払いをお願いします。「なごや環境大学」実行委員会事務局より、テキストを
郵送します。また、同封する事前アンケートにもご協力ください。

ステップ3

※ワークショップ等の詳細は、次頁以降をご覧ください　※取得した個人情報は、本講座の運営にのみ利用し、他の目的で利用することはございません

「なごや環境大学」実行委員会事務局（名古屋市環境学習センター（エコパルなごや）内）
TEL/FAX：052-223-1223　※毎週月曜日（祝日の場合翌平日）、年末年始（12/29 ～ 1/３）を除く

問 合 せ 先

※SBTとは、パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標です。

2050年脱炭素社会の実現に向け、
企業や社会の中心で活躍する若手社会人・大学院生を主な対象とし、
脱炭素社会の社会像や長期的な視点での
事業活動のシナリオを考えることができる
素養を高める講座です。

脱炭素・エネルギーに関する考え方や動向、
SBT※など事業活動における脱炭素の取組みについて、
専門家からレクチャーを受けるとともに、
シミュレーションツールを活用し定量的な視点を持ちながら、
エネルギー選択や脱炭素社会における社会像について
グループ討議を行います。

右のフォームよりお申し込みください。

◀お申し込みは
　こちらから

3,000円（テキスト代を含む）受  講  料

申 込 方 法

脱炭素を学びたい
特に若手社会人・大学院生の方 先着30名程度対象・定員

日  　 　 時 2027年

2月18日木 9：00 ～１９：00

会 　 　  場
名古屋市中区栄1-23-13　伏見ライフプラザ13階
名古屋市環境学習センター (エコパルなごや）

申込締切　2月5日（金）

energy  workshop

全体ファシリテーター

専門家講師

愛知大学　経営学部　経営学科
教授 鵜飼 宏成氏

株式会社ウェイストボックス

浦越 英恵氏

事業活動の動向

名古屋大学未来材料・システム研究所 教授

加藤 丈佳氏

電力・エネルギーシステム

名古屋大学 大学院環境学研究科 准教授

白木 裕斗氏

エネルギーシステムシミュレーション

東海学園大学 教育学部 教授
世界首長誓約/日本 事務局長
杉山 範子氏

気候変動
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お問合せ先5

「なごや環境大学」実行委員会事務局（鈴木、加藤信、加藤明）
TEL/FAX：052-223-1223　　MAIL：jimu@n-kd.jp　　WEB：https://www.n-kd.jp

会場アクセス

〒460-0008
名古屋市中区栄1-23-13　伏見ライフプラザ13階
名古屋市環境学習センター（エコパルなごや）

❶ 地下鉄東山線伏見駅「６番出口」から徒歩7分
❷ 地下鉄鶴舞線大須観音駅「４番出口」から徒歩６分

※中消防署があるビル（伏見ライフプラザ）の13階です。
※公共交通機関をご利用のうえご来館ください。
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講座のねらい1

開催概要2

2025年11月10日~11月22日まで、ブラジル・ベレンにおいて、国連気候変動枠組条約第
30回締約国会議（COP30）が開催されました。会議では、①パリ協定10周年、②交渉から実
施への移行、③実施・連帯・国際協力の加速の三点を柱とする内容が決定し、更に、世界全体
での適応に関する目標に関する決定等も採択されました。また、参加した石原環境大臣（当時）
は、2050年にネット・ゼロを目指す我が国の揺るぎない決意を改めて表明しました。

国内外の動きが一層加速していく中、2050年に企業や社会の中心で活躍する若手社会人・
大学院生を主な対象に、エネルギー問題について多面的な角度から理解を深め、グループ討議
を行うことで、脱炭素社会の社会像や長期的な視点での事業活動のシナリオを考えることがで
きる素養を高めるための講座を実施し、脱炭素社会の実現に向けた人づくりを進めます。

講座内容等3

脱炭素・エネルギーに関する考え方や動向、SBTなど事業活動における脱炭素の取組みにつ
いて専門家からレクチャーを受けるとともに、シミュレーションツールを活用し定量的な視点
を持ちながら、長期的な視点にたったエネルギー選択や脱炭素社会における社会像について、
グループ討議を行います。

次世代エネルギーワークショップ
《脱炭素を考える》 基礎講座

2026年度「なごや環境大学」主催講座 【ファシリテーター・専門家講師】

【タイムテーブル】

日  　時 2027年２月18日（木）9：00 ～ 19：00（開場8：45）

名古屋市環境学習センター（エコパルなごや）
名古屋市中区栄1-23-13　伏見ライフプラザ13階

3,000円（テキスト代を含む）

脱炭素を学びたい特に若手社会人・大学院生の方　先着30名程度
※若手社会人・大学院生を主な対象としていますが、年齢や勤続年数は問いません

会　  場

対象・人数

受 講 料

主  　催

協  　力

「なごや環境大学」実行委員会

一般社団法人　環境政策対話研究所

全体
ファシリテーター

愛知大学　経営学部　経営学科　教授
鵜飼　宏成 氏

■事業活動の動向
　株式会社ウェイストボックス

浦越　英恵 氏

■電力・エネルギーシステム
　名古屋大学　未来材料システム研究所　教授

加藤　丈佳 氏

■気候変動
　東海学園大学　教育学部　教授
　世界首長誓約/日本　事務局長

杉山　範子 氏

■エネルギーシステムシミュレーション
　名古屋大学　大学院環境学研究科　准教授

白木　裕斗 氏

専門家講師

内　容時間

9：00

9：15

10：25

10：45

10：55

11：25

11：45

12：00

12：50

開会あいさつ、全体オリエンテーション

グループ作業

休憩

専門家とのQ＆Aセッション

類似価値観グループの編成

昼休憩

ワークショップの進行における
「未来社会像」と「視点」の説明

グループ討議Ⅰ（類似価値観グループ）
…エネルギー選択に関する討議結果
　（一次案）の作成

エネルギー問題に関する知識の習得
（①気候変動問題／②エネルギー概論と
各論の要点／③より理解を深めるために）

（五十音順）

13：35 エネルギーシミュレーションの実施

内　容時間

14：20

14：55

15：05

15：15

17：05

17：45

休憩

異価値観グループの形成

グループ討議Ⅲ（異価値観グループ）

発表

専門家による講評

グループ討議Ⅱ（類似同価値観グループ）
…エネルギー選択に関する討議結果
　（二次案）の作成

18：55 閉会あいさつ、事後アンケート記入

18：00 SBTなど脱炭素における事業活動の動向
（ウェイストボックス）

16：25
グループ討議Ⅳ（類似価値観グループ）
…エネルギー選択に関する討議結果を
　踏まえ、最終案の作成
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受講料のお支払いをお願いします。「なごや環境大学」実行委員会事務局より、テキストを
郵送します。また、同封する事前アンケートにもご協力ください。

ステップ3

※ワークショップ等の詳細は、次頁以降をご覧ください　※取得した個人情報は、本講座の運営にのみ利用し、他の目的で利用することはございません

「なごや環境大学」実行委員会事務局（名古屋市環境学習センター（エコパルなごや）内）
TEL/FAX：052-223-1223　※毎週月曜日（祝日の場合翌平日）、年末年始（12/29 ～ 1/３）を除く

問 合 せ 先

※SBTとは、パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標です。

2050年脱炭素社会の実現に向け、
企業や社会の中心で活躍する若手社会人・大学院生を主な対象とし、
脱炭素社会の社会像や長期的な視点での
事業活動のシナリオを考えることができる
素養を高める講座です。

脱炭素・エネルギーに関する考え方や動向、
SBT※など事業活動における脱炭素の取組みについて、
専門家からレクチャーを受けるとともに、
シミュレーションツールを活用し定量的な視点を持ちながら、
エネルギー選択や脱炭素社会における社会像について
グループ討議を行います。

右のフォームよりお申し込みください。

◀お申し込みは
　こちらから

3,000円（テキスト代を含む）受  講  料

申 込 方 法

脱炭素を学びたい
特に若手社会人・大学院生の方 先着30名程度対象・定員

日  　 　 時 2027年

2月18日木 9：00 ～１９：00

会 　 　  場
名古屋市中区栄1-23-13　伏見ライフプラザ13階
名古屋市環境学習センター (エコパルなごや）

申込締切　2月5日（金）

energy  workshop

全体ファシリテーター

専門家講師

愛知大学　経営学部　経営学科
教授 鵜飼 宏成氏

株式会社ウェイストボックス

浦越 英恵氏

事業活動の動向

名古屋大学未来材料・システム研究所 教授

加藤 丈佳氏

電力・エネルギーシステム

名古屋大学 大学院環境学研究科 准教授

白木 裕斗氏

エネルギーシステムシミュレーション

東海学園大学 教育学部 教授
世界首長誓約/日本 事務局長
杉山 範子氏

気候変動
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お問合せ先5

「なごや環境大学」実行委員会事務局（鈴木、加藤信、加藤明）
TEL/FAX：052-223-1223　　MAIL：jimu@n-kd.jp　　WEB：https://www.n-kd.jp

会場アクセス

〒460-0008
名古屋市中区栄1-23-13　伏見ライフプラザ13階
名古屋市環境学習センター（エコパルなごや）

❶ 地下鉄東山線伏見駅「６番出口」から徒歩7分
❷ 地下鉄鶴舞線大須観音駅「４番出口」から徒歩６分

※中消防署があるビル（伏見ライフプラザ）の13階です。
※公共交通機関をご利用のうえご来館ください。
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